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第
四
十
五
期
王
位
戦
第
四
局

宗
像
大
社
勅
使
館
で
間
催

羽
生
王
座
、
谷
川
王
位
を
破
り
王
手
を
か
け
る

一 9-,  M直＇
『最初の一手』 左から、神島宮司、土山西日本新聞社事業局長、加藤九段、吉武観光協会長、原田市長
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10月祭事暦
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秋季大祭（田島放生会）
01 日海上神幸（みあれ祭）

9:30 大島港出港
10:30 神湊港入港
11 :40 一日祭（入御祭）
（主．見地方 I~訊崎奉祁））

02 日
8:00 流鏑馬神事
於＝神門前参這
11 :00 二日祭(ii'罪奉奏）

03 日
11 :00 三日祭（：11改心奉奏）
引ぎ泣き高宮秋季大祭
// 第二宮・第三宮秋季大4
I/ 宗像護国神社秋季大·

14:00 南坊流献茶祭
於＝辺津宮 本殷

0 15 日月次祭
10:00 高宮祭
I/ 第二宮・第三宮祭

引ぎ心き宗像設国神社巡拝
11 :00 総社祭（＇豊＇i遷奉奏）

0 17 日 11 :00 
表千家家元御奉仕

献茶祭

028 日 11 :00 
沖・中両宮秋季大祭
於＝大島・中津宮

在
来
種
の
生
息
域
を
外
来
種
の
動
植
物

が
破
壊
す
る
環
境
破
壊
が
起
き
て
い
る
。

一
九
八
四
年
石
川
県
の
七
ツ
島
大
島

で
は
十
ニ
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
島
に
住
民
が

つ
が
い
の
カ
イ
ウ
サ
ギ
を
二
組
放
し
た

と
こ
ろ
、
瞬
く
間
に
三0
0
匹
に
増
殖
、

島
の
草
木
は
食
い
荒
ら
さ
れ
土
壌
が
流

出
し
、
今
で
は
島
を
住
処
と
す
る
天
然

記
念
物
の
オ
オ
ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ
の
巣
穴

が
次
々
と
壊
さ
れ
、
銃
を
使
っ
た
駆
除

が
行
わ
れ
て
い
る
と
聞
い
た
。

こ
の
よ
う
な
島
な
ど
で
は
植
物
の
食

物
連
鎖
、
動
物
の
生
態
系
の
均
衡
は
自

然
と
保
た
れ
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。

し
か
し
昨
今
の
ペ
ッ
ト
ブ
ー
ム
に
よ
り

人
間
の
無
責
任
な
モ
ラ
ル
の
結
果
こ
の

よ
う
な
事
態
が
起
き
た
。
一
部
の
動
物

愛
好
家
よ
り
、
う
さ
ぎ
を
殺
す
の
は
か

わ
い
そ
う
だ
、
残
酷
だ
と
の
指
摘
も
出

て
い
る
。
し
か
し
人
間
が
こ
の
う
さ
ぎ

（
外
来
種
）
を
駆
除
し
な
け
れ
ば
も
っ

と
こ
の
島
の
生
態
系
は
崩
れ
て
い
く
に

ち
が
い
な
い
。

人
間
が
こ
の
島
に
そ
も
そ
も
、
う
さ

ぎ
を
放
た
な
け
れ
ば
こ
の
う
さ
ぎ
た
ち

を
駆
除
し
な
く
て
済
ん
だ
は
ず
で
あ
る
。

外
来
種
を
駆
除
し
在
来
種
の
生
息
域

を
確
保
す
る
の
も
そ
れ
も
ま
た
―
つ
の

自
然
保
護
・
動
物
愛
護
に
つ
な
が
る
。

人
類
の
手
に
よ
っ
て
崩
し
た
生
態
系

は
人
類
の
手
に
よ
り
元
に
戻
す
様
努
力

す
る
事
が
貴
務
で
あ
る
。
(
H
•
N
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け
ら
れ
た
。

ョ
検
分
の
後
、
翌
日
か
ら
の
対
局
に
使
用

曜
さ
れ
る
将
棋
盤
に
両
棋
士
が
揮
竃
、
当
大

金日
社
神
島
宮
司
と
憩
談
の
後
、
正
式
参
拝
し

• 

月
健
闘
を
誓
い
合
っ
た
。

゜ー
そ
の
後
、
両
氏
は
宿
泊
、
前
夜
祭
の
会

年1
6
場
と
な
る
「
玄
海
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
」
に

F

入
り
、
午
後
六
時
か
ら
両
棋
士
を
歓
迎
す

成

る
『
前
夜
祭
』
が
、
一
般
の
将
棋
フ
ァ
ン

も
参
加
し
開
催
さ
れ
、
原
田
宗
像
市
長
、

清
水
西
日
本
新
聞
社
会
長
ら
の
挨
拶
の
後
、 ま

た
、
対
局
の
立
会
い
を
す
る
深
浦
康

市
八
段
（
長
崎
県
佐
世
保
市
出
身
、
現
在

は
東
京
在
住
）
は
挨
拶
の
中
で
「
宗
像
大

社
は
私
が
プ
ロ
棋
士
と
な
る
こ
と
を
導
い

て
く
れ
た
思
い
出
の
地
。
こ
の
宗
像
大
社

飼
で
開
催
さ
れ
て
い

紐
た
『
宗
像
王
位
戦

砂
（
昭
和
五
十
二
年

g
ー
平
成
十
一
年
ま

几
又ほ
で
開
催
さ
れ
た
九

即疇
州
を
代
表
す
る
ア

位
マ
チ
ュ
ア
の
将
棋

深王麟
大
会
こ
に
、
小

釧
学
校
六
年
生
で
長

鑓
崎
か
ら
参
加
し
、

治善
そ
の
時
石
田
先
生

生虚
か
ら
指
導
を
受
け

人会
た
こ
と
が
、
プ
ロ

立ぼ
に
な
っ
た
き
っ
か

段琴
け
」
と
感
慨
深
げ

二一
に
話
さ
れ
て
い
た
。

藤n
u
 

ヵりよ左
二
十
五
日

後輝
対
局
初
日

-
定
刻
の
午
前
九
時
、

神
島
宮
司
の
乾
杯
で
宴
が
始
ま
っ
た
。

両
氏
に
は
記
念
品
と
し
て
、
吉
武
宗

像
観
光
協
会
長
か
ら
、
当
大
社
神
宝
館

で
収
蔵
す
る
国
の
重
要
文
化
財
を
博
多

人
形
師
が
複
製
し
た
『
宗
像
狛
犬
』
が

贈
ら
れ
た
。

士棋両るf
 

• 捧を串玉で殿

3

本

加
藤
九
段
・
深
浦
八
段
・
西
日
本
新
聞

社
土
山
事
業
局
長
・
原
田
宗
像
市
長
・

吉
武
宗
像
観
光
協
会
長
・
神
島
宮
司
の

立
会
い
で
『
最
初
の
一
手
』
が
行
わ
れ
、

互
い
の
持
ち
時
間
を
そ
れ
ぞ
れ
八
時
間

と
し
て
開
始
さ
れ
た

祓舎内でお祓いを受ける両棋士

午
前
中
は
変
化
無
く
、
昼
食
後
谷
川
王

位
が
急
戦
を
仕
掛
け
、
局
面
は
一
気
に

緊
張
感
を
高
め
午
後
六
時
、
先
手
の
谷

川
王
位
が
三
十
一
手
目
を
封
じ
て
初
日

を
終
え
た
。

尚
、
『
封
じ
手
は
当
大
社
金
庫
で
保
管
。

・てツ… 土位戟 第 4 局

・司王位 対羽生善治王座
：、日本将棋連盟 共饉／宗懺観光協会、宗憔ユリックス
i員会、宗像大社、 TNCテレヒ西日本、西日本リヒンク簾胃社、協：←：ば閲盗はむ，ニ. ~--

両棋士に記念品を渡す吉武会長（前夜祭にて） 両棋士に手渡された記念品（博多人形師による宗像狛犬）

二
十
六
日

対
局
二
日
目

午
前
九
時
、
立
会
人
の
加
藤
九
段
が
昨
日

の
谷
川
王
位
の
『
封
じ
手
』
を
開
き
、
「

2

四
歩
」
を
か
し
て
二
日
目
の
戦
い
が
始

ま
っ
た
。

て一

宮司の話に耳を傾ける羽生王座（前夜祭にて） 市長と憩談する谷JII王座
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当大社での思い出を語る深浦ハ段（前夜祭にて）
• • •· --------•. --------------ー・·------------------------------------------

｀．．｀吋1 つー百l暉日ー•99:/“

「
2

四
歩
」
は
攻
め
を
継
続
す
る

手
で
、
谷
川
王
位
の
攻
め
に
羽
生

王
座
も
真
っ
向
か
ら
応
じ
、
早
い

展
開
で
両
者
一
進
一
退
し
な
が
ら
、

大
激
戦
と
な
っ
た
。

午
後
六
時
五
十
八
分
、
百
二
手
ま

で
で
後
手
番
の
羽
生
王
座
が
勝
利
を

収
め
、
対
戦
成
績
を
三
勝
一
敗
と
し
、

三
期
ぶ
り
の
復
位
に
王
手
を
か
け
た
。

持
ち
時
間
各
八
時
間
の
う
ち
残
り
時

間
は
谷
川
一
分
、
羽
生
九
分
で
あ
っ
た
。

尚
、
両
日
と
も
宗
像
ユ
リ
ッ
ク

ス
で
、
テ
レ
ビ
中
継
、
大
盤
解
説
、

ク
イ
ズ
な
ど
が
行
わ
れ
、
約
四0

0
人
の
将
棋
フ
ァ
ン
が
九
州
各
地

か
ら
詰
め
掛
け
た
。

ヽ

加藤正立会人が『封じ手』を開き対局2日目に入る 対局は両者攻めの応酬であった
-----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

局 担当新聞社 開催県 開催都市 会 場 対局日 勝者

1 徳島新聞 徳島県 徳島 渭水苑 7/16ｷ17 谷川

2 北海道新聞 北海道 紋別 ホテルオホーツクパレス 7/27 • 28 羽生

3 中日新聞 三重県 阿児 賢島宝生苑 8/4ｷ5 羽生

4 西日本新聞 福岡県 宗像 宗像大社 8/25 • 26 羽生

5 神戸新聞 兵庫県 神戸 中の坊瑞苑 9/7ｷ8 羽生

この王位戦だが、別表の通り、その後行われた神戸での対局の結果、羽生氏が二年ぶりに王位に返り咲いた。
両棋士の今後益々の御活躍を心より御祈念申し上げます。

-----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

料―_J:··
.....葛

”~ " ●曹ぢ
究う封

t 1ｷ ~Git 
歪え

~ Iい；
当大社の金庫で一晩保管した『封じ手』
------------------------------------------------------------

今
回
、
大
社
で
開
催
さ
れ
た
の
は
『
王
位
戦
』
。
三
社
連
合
と
い
う
い

く
つ
か
の
地
方
新
聞
社
が
共
同
で
運
営
を
し
、
今
回
は
西
日
本
新
聞
社
の

主
催
で
し
た
。

最
も
権
威
の
あ
る
タ
イ
ト
ル
と
さ
れ
る
の
が
『
名
人
戦
（
毎
日
新
聞
）
』

で
、
他
に
「
竜
王
戦
（
読
売
新
聞
）
j
『
棋
聖
戦
（
産
経
新
聞
）
』
「
王
座
戦

（
日
本
経
済
新
聞
社
）
j
「
棋
王
戦
（
共
同
通
信
社
）
」
『
王
将
戦
（
ス
ポ

ニ
チ
）
j
が
あ
り
ま
す
。

以
前
、
『
羽
生
七
冠
』
と
い
う
言
葉
が
飛
び
交
い
、
羽
生
氏
が
一
躍
時

の
人
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
七
つ
の
タ
イ
ト
ル
を
全
て
同
じ
年
度
に
と

っ
た
こ
と
を
指
し
ま
す
。
宗
像
対
局
の
前
夜
祭
で
、
加
藤
―
二
三
九
段
（
福

岡
県
八
女
市
出
身
）
は
「
羽
生
さ
ん
の
七
冠
と
い
う
の
は
奇
跡
に
近
い
。
あ

の
よ
う
な
こ
と
は
今
後
二
度
と
起
こ
り
え
な
い
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

野
球
の
本
塁
打
・
打
率
・
打
点
の
タ
イ
ト
ル
を
全
て
取
っ
た
打
者
を
「
三
冠

王
』
と
い
い
ま
す
が
、
そ
れ
ど
こ
ろ
で
は
な
い
よ
う
で
す
。
将
棋
の
七
冠

は
後
に
も
先
に
も
、
平
成
七
年
度
の
羽
生
氏
だ
け
と
い
う
こ
と
で
す
。

総
対局を振リ返る『感想戦』であるが、険しい表情の羽生王座
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今
年
の
二
月
に
続
き
、
九
月
三S
五
日
ー

ま
で
の
二
泊
三
日
で
、
第
二
回
出
光
興
産
一

（
株
）
中
堅
社
員
研
修
の
宗
像
大
社
研
修
が
行
~

わ
れ
た
。

三
十
年
以
上
に
亘
り
六
十
五
期
ま
で
続
一

け
ら
れ
た
『
店
主
室
教
育
研
修
』
を
継
承
し
、
一

店
主
（
創
業
者1
1出
光
佐
三
氏
）
縁
り
の
一

宗
像
の
地
で
、
今
後
の
同
社
を
背
負
う
中
一

堅
社
員
を
対
象
に
実
施
さ
れ
た
。
一

三
十
五
S

四
十
歳
の
研
修
生
二
十
九
人
｛

と
、
本
社
人
事
部
教
育
課
の
木
部
教
育
課
一

長
以
下
二
人
の
計
三
十
二
人
が
当
大
社
で
一

研
修
を
行
っ
た
。
―

九
月
三
日
(
-
日
目
）
一

一
言
0
0

残
暑
厳
し
い
中
、
全
一

国
各
地
か
ら
研
修
生
が
当
大
社
清
一

明
殿
に
参
集
し
受
付
。
一

一
弓
四
五
開
始
奉
告
祭
に
参
列
一

後
、
研
修
日
程
に
入
る
。
一

一
四
パ
）0

神
島
宮
司
開
講
挨
拶
一

一
四
二
0

関
人
事
部
次
長
講
話
一

五
ザ
0
0

出
光
人
事
部
担
当
者
一

行
程
説
明

は
っ
こ

一
五
ニ
―-
0
白
衣
・
白
袴
の
着
装
、
一

聾
屈

一
六
四
五
神
社
祭
式
作
法
一

（
朝
拝
演
習
）
一

一
九
四
五
鎮
魂

二
0
四
五
入
浴
・
就
寝
一

研
修
生
に
は
こ
の
二
泊
三
日
の
一

研
修
期
間
を
神
社
で
過
こ
し
て
い
一

た
だ
く
、
よ
っ
て
ま
ず
白
衣
・
白
袴
ー

の
着
装
・
畳
み
方
か
ら
入
る
。
一

第
二
回
出
光
興
産
（
株
）
中
堅
社
社
員
研
修

宗
像
大
社
研
修
開
催

一
八
四
五

一
九
四
五

初
め
て
着
装
す
る
白
衣
・
白
袴
、
作
法
に

戸
惑
い
な
が
ら
も
、
何
と
か
潔
斎
を
終
え
、

朝
拝
で
『
大
祓
詞
』
を
奏
上
出
来
る
と
こ
ろ

ま
で
演
習
し
た
。

一
日
の
締
め
括
り
は
高
宮
斎
場
で
の
『
鎮

魂
』
。
研
修
生
も
勤
務
先
の
先
輩
か
ら
耳

に
し
て
お
り
、
こ
の
研
修
の
山
場
で
あ
る
。

浄
閻
の
参
道
を
懐
中
電
灯
の
灯
り
を
頼
り

に
、
百
八
段
の
石
段
を
進
む
。
玉
砂
利
に

正
座
し
、
『
大
祓
詞
』
を
奏
上
す
る
。
そ
の

後
、
神
職
の
「
鎮
魂
は
じ
め
」
の
掛
け
声

で
鎮
魂
に
入
る
。
約
四
十
分
間
行
わ
れ
「

鎮
魂
や
め
」
の
声
で
終
了
。

そ
の
後
、
各
班
毎
に
順
番
で
潔
斎
。
清

明
殿
か
ら
洗
面
用
具
を
風
呂
敷
に
包
み
、

五
・
六
人
で
潔
斎
場
に
向
か
う
様
は
学
生

の
合
宿
の
よ
う
に
も
見
え
、
研
修
ら
し
い

光
景
で
あ
っ
た
。

九
月
四
日

六
る
。

七
0
0

七
ニ
―1
0

八
四
〇

九
五
〇

1
0
:
0。

一
三
ニ
―10

（
二
日
目
）

起
床
・
洗
面
・
潔
斎

朝
拝
準
備
、
境
内
清
掃

朝
拝

神
宝
館
見
学

記
念
撮
影

小
柳
陽
太
郎
先
生
講
話

筑
前
大
島
渡
島

中
津
宮
・
沖
津
宮
遥
拝
所
・

御
嶽
宮
参
拝

御
由
緒
説
明

鎮
魂

]-<-

研
修
生
の
う
ち
、
当
大
社
に
来
社
す
る
一
九
月
五
日
（
三
日
目
）

の
は
ほ
ぼ
全
員
が
初
め
て
。
神
宝
館
で
は
、
一
六

{
)
0
起
床
・
洗
面
・
潔
斎

約
一
0
0
0
点
の
国
宝
を
含
む
、
十
二
万
一
七
パ
）
〇
朝
拝
準
備
・
境
内
清
掃

点
の
国
宝
・
重
要
文
化
財
通
し
て
、
我
国
一
七
ニ
―

1
0
朝
拝
（
研
修
終
了
奉
告
祭
）

の
草
創
期
に
お
け
る
宗
像
大
神
の
役
割
と
一
九
ニ
―

1
0
宗
像
大
社
出
発

歴
史
を
感
じ
て
い
た
だ
い
た
。
一
店
主
生
家
見
学

小
柳
先
生
の
講
演
後
、
昼
食
を
挟
ん
で
ー
創
業
の
地
門
司
見
学

午
後
か
ら
は
、
白
衣
白
袴
か
ら
ス
ー
ツ
に
一
千
葉
•
平
川
寮
へ
移
動

着
替
え
、
大
島
へ
渡
島
。
中
津
宮
・
沖
津
一

み
た
け

宮
遥
拝
所
・
御
嶽
宮
を
参
拝
。
一
日
供
祭
並
び
に
研
修
修
了
奉
告
祭
に
参

天
候
が
悪
く
識
が
か
か
っ
て
お
り
、
残
念
一
列
。
朝
食
後
、
着
替
え
、
荷
物
整
理
を
し

な
が
ら
遥
拝
所
・
御
嶽
宮
（
山
頂
）
と
も
一
午
前
九
時
―
―

1
0分
社
務
所
前
に
整
列
。
神

沖
ノ
島
を
拝
す
こ
と
出
来
な
か
っ
た
。
ー
島
宮
司
以
下
神
職
・
巫
女
・
管
理
員
・
調

帰
社
後
、
夕
食
を
と
り
、
当
大
社
の
御
一
理
員
・
事
務
員
ら
全
職
員
で
見
送
り
を
受

由
緒
・
神
社
神
道
に
つ
い
て
の
講
義
を
受
＿
け
、
次
の
研
修
地
へ
出
発
さ
れ
た
。

け
て
い
た
だ
た
。
昨
日
、
今
日
と
見
て
聞
一
そ
の
後
は
、
宗
像
市
赤
間
の
店
主
（
創

い
て
体
験
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
を
、
裏
ー
業
者

1
1出
光
佐
一
二
翁
）
募
参
、
創
業
の
地

付
け
て
い
た
だ
い
た
。
一
門
司
を
見
学
し
上
京
。
千
葉
の
平
川
寮
で ^ 午前7:30～の朝拝式
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二
十
日
ま
で
十
日
間
の
研
修
に
入
る
と
の
一
と
思
う
。
こ
の
宗
像
大
社
で
の
研
修
を
、
一

こ
と
で
あ
っ
た
。
一
生
か
す
か
生
か
さ
な
い
か
は
自
分
次
第
で
一

研
修
生
の
方
々
は
、
中
堅
社
員
と
し
て
一
あ
る
。

忙
し
い
日
々
を
過
こ
さ
れ
、
こ
の
人
が
抜
ー
ニ
泊
三
日
と
い
う
短
期
間
で
あ
っ
た
が
、
一

け
た
ら
仕
事
が
回
ら
な
い
と
い
う
方
ば
か
一
こ
の
宗
像
大
社
で
過
こ
し
た
時
間
が
、
研
一

り
だ
と
思
う
。
研
修
開
始
直
後
の
自
己
紹
ー
修
生
の
日
々
の
生
活
で
、
一
人
一
人
の
長
一

介
挨
拶
で
、
「
忙
し
い
中
を
調
整
し
参
加
ー
い
目
で
見
た
今
後
の
人
生
で
お
役
立
つ
こ
一

さ
せ
て
く
れ
た
職
場
の
皆
に
感
謝
し
、
稔
ー
と
を
切
に
願
う
。

り
あ
る
研
修
に
し
た
い
」
と
言
わ
れ
た
方
ー
研
修
生
皆
様
の
今
後
益
々
の
御
健
勝
と
一

が
い
た
。
中
に
は
こ
れ
程
社
を
離
れ
る
の
一
御
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
一

は
入
社
以
来
初
め
て
と
い

う
方
が
大
勢
い
た
し
、
実
す
一

で
―

際
直
前
で
不
参
加
の
方
も
し

ら
一

、
こ
。
つ
一

も
―

し
t

翌
一

神
社
で
寝
泊
り
す
る
。
日
―

ま

白
衣
・
白
袴
を
着
装
す
る
。
旬
―

正
―

大
祓
詞
、
鎮
魂
、
諸
々
の
ぬ
一

れ
一

体
験
が
初
め
て
で
あ
っ
た
慣
一

、
`
'
‘てこ―

．
『
一頂
一

々
­

山
―
嶽
一

御
＇
ー
~こt
 

し
―

で
一

ん
一

せ
―

ま
—

え
ー

見
一
ま
―
『島

—
ノ
一

由
一
ヽ
ヽ
Iら

＿
ヵな

一
念
―

残
―

大島・中津宮を正式参拝
---------------------------------------------------------------

の
手
で
何
か
を
『
創
一

る
』
と
い
う
機
会
が
一

少
な
く
な
っ
た
現
在
、
一

日
本
の
豊
な
自
然
·
­

風
土
の
中
か
ら
生
ま
ー

れ
た
『
木
の
文
化
』
一

に
触
れ
、
夏
休
み
の
一

思
い
出
と
し
て
家
族
一

で
―
つ
の
も
の
を
作
一

っ
て
も
ら
お
う
と
い
一

う
趣
旨
で
行
な
わ
れ
一

こ
。t
 当

日
は
心
配
さ
れ
一

た
天
候
も
な
ん
と
か
一

も
ち
こ
た
え
、
午
前
一

九
時
に
は
宗
像
市
郡
一

内
は
も
と
よ
り
県
内
一

各
地
か
ら
参
加
家
族
一

が
集
合
し
、
本
殿
で
一

八
月
二
十
八
日
第
二
回
と
な
る
家
族
木
―
安
全
祈
願
祭
、
棟
梁
の
作
業
説
明
後
、
一
ー

工
教
室
が
十
六
家
族
、
四
十
五
名
の
参
加
一
斉
に
制
作
に
取
り
掛
か
っ
た
。
一

者
を
迎
え
境
内
で
開
催
さ
れ
た
。
一
本
年
の
木
工
課
題
は
『
折
り
た
た
み
式
一

こ
の
教
室
は
、
当
大
社
の
様
々
な
木
造
一
踏
み
台
』
で
あ
る
。
参
加
の
家
族
、
子
供
一

建
築
物
の
修
・
造
営
に
携
わ
っ
た
、
宮
大
一
達
は
慣
れ
な
い
手
つ
き
で
ノ
コ
を
挽
き
、
一

工
の
棟
梁
が
中
心
と
な
り
、
職
人
十
七
名
一
釘
を
打
ち
悪
戦
苦
闘
し
つ
つ
も
時
に
は
、
一

の
全
面
的
な
御
協
カ
・
御
奉
仕
で
開
催
と
ー
プ
ロ
の
職
人
さ
ん
の
技
術
に
驚
き
な
が
ら
、
一

な
っ
た
。
一
時
間
を
忘
れ
作
業
は
進
ん
だ
。
一

意
識
せ
ず
と
も
『
物
』
に
溢
れ
、
自
ら
ー
ま
た
、
猛
暑
の
中
、
J

A
宗
像
田
島
支
店
・
―

第
二
回

、

.. 
— 

家
族
木
工
教
室

宗
像
市
消
防
団
第
八
分
団
よ
り
御
協
力
い

た
だ
い
た
「
か
き
氷
」
は
子
供
達
に
更
な

る
作
業
意
欲
を
与
え
、
午
後
三
時
に
は
そ

れ
ぞ
れ
好
み
に
色
づ
け
さ
れ
た
完
成
品
が

並
ん
だ
。

引
き
続
き
、
家
族
リ
レ
ー
式
の
丸
太
早

切
競
争
が
行
な
わ
れ
、
当
初
に
比
べ
多
少

慣
れ
た
手
つ
き
で
、
賞
品
付
と
い
う
こ
と

も
あ
り
歓
声
の
飛
び
交
う
競
争
と
な
っ
た
。

そ
し
て
、
午
後
一
―
一
時
半
に
は
全
て
の
日
程

を
終
了
し
、
表
彰
式
並
び
閉
会
式
が
行
な

わ
れ
家
族
た
ち
は
思
い
出
と
な
る
作
品
を

抱
え
お
宮
を
後
に
し
た
。
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い
し
い
た
だ
し
一

汀
□戸0い
い
日
：□

C
O

の
ポ
ス
タ
ー
も
二
川
秀
臣
氏
が
版
画
で
、
椰
~
で
、
ど
っ
ち
が
先

子
を
刻
し
て
下
さ
っ
た
。
ー
か
分
か
ら
ぬ
が
、
椰
子
好
き
の
私
に
と
っ
て
一

椰
子
は
柳
田
国
男
の
愛
知
・
伊
良
湖
岬
か
ー
は
、
椰
子
の
笛
が
先
で
、
土
笛
は
そ
れ
を
ま
ー

ら
は
じ
ま
り
、
島
村
藤
村
の
「
椰
子
の
実
」
の
一
ね
て
作
ら
れ
た
よ
う
な
気
も
す
る
。

と
う
け
ん

詩
と
な
り
、
大
中
寅
二
が
曲
を
つ
け
て
、
今
一
笛
は
中
国
に
陶
瑣
が
あ
り
、
そ
の
陶
瑣
は
一

な
お
国
民
に
愛
唱
さ
れ
て
い
る
。
~
椰
子
に
そ
の
姿
を
求
め
ら
れ
な
い
か
と
思
っ
―

夏
に
な
る
と
、
き
ま
っ
て
椰
子
を
デ
ザ
イ
ー
た
り
も
す
る
。

ン
し
た
も
の
が
あ
ら
わ
れ
、
夏
・
海
・
椰
子
と
~
さ
て
椰
子
を
加
工
し
た
も
の
が
一

0
0
円
一

い
う
構
図
と
な
っ
て
い
る
。
日
本
人
は
本
当
ー
シ
ョ
ッ
プ
に
出
て
い
る
。
一
個
一

0
五
円
の
一

に
椰
子
好
き
で
あ
る
。
縄
文
時
代
や
弥
生
時
＿
容
器
か
ら
、
一
五

O
S
三
五
0
円
ま
で
で
、
一

代
の
追
跡
か
ら
椰
子
は
出
て
く
る
し
、
加
工
ー
貯
金
箱
、
小
物
入
れ
、
花
立
て
、
置
物
、
灰
一

を
し
て
容
器
な
ど
に
使
用
さ
れ
て
い
る
（
漂
一
皿
、
な
ん
と
ポ
セ
ッ
ト
ま
で
あ
る
。
値
札
に
一

着
し
た
椰
子
で
あ
ろ
う
）
。
長
崎
県
・
壱
岐
原
一
ハ
ン
グ
ル
や
メ
イ
ド
イ
ン
チ
ャ
イ
ナ
の
文
字
i

の
辻
迫
跡
か
ら
は
前
号
で
も
書
い
た
が
椰
子
ー
が
あ
る
の
で
、
素
材
を
コ
コ
ヤ
シ
最
大
の
生
｛

笛
も
出
て
い
る
。
弥
生
時
代
の
土
笛
は
宗
像
一
産
国
フ
ィ
リ
ピ
ン
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
中
国
一

市
光
岡
長
尾
迫
跡
か
ら
出
て
い
る
が
、
壱
岐
一
南
部
の
海
南
島
あ
た
り
か
ら
安
く
仕
入
れ
て
、
一

ー
現
地
人
を
使
っ
て
加
工
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
ー

一
う
。
コ
プ
ラ
を
採
取
し
た
後
の
内
果
皮
（
殻
）
一

ー
を
加
工
し
た
も
の
だ
が
、
と
に
か
く
安
い
。
一

ー
今
迄
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
か
の
輸
入
で
コ
コ
ー

ー
ヤ
シ
製
品
は
容
器
で
も
三0
0
円
か
ら
五
、
~

）
一
六
0
0
円
以
上
す
る
し
、
ポ
セ
ッ
ト
も
六0-

シヤ
＿

0
0
円
と
い
う
値
札
を
見
た
が
、
同
じ
も
の
一

コ
―（

ー
が
な
ん
と
三
五0
円
だ
か
ら
驚
く
。
私
は
椰
一

子
―椰一
子
が
大
好
き
だ
か
ら
百
均
へ
行
く
。
つ
い
数
―

（続）

5# 

ヘ
｀
·
ー
、

ヽ

188 

個
は
買
っ
て
く
る
。
「
こ
ん
な
に
安
く
で
き

て
い
た
の
か
」
と
今
迄
の
日
本
の
輸
入
業
者

の
暴
利
に
は
腹
立
ち
さ
を
覚
え
る
。

椰
子
と
言
え
ば
、
国
文
祭
で
展
示
す
る
フ

タ
ゴ
ヤ
シ
が
あ
る
。
双
子
椰
子
と
か
大
実
椰

子
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
世
界
最
大
の
果
実

で
、
コ
コ
ヤ
シ
を
二
つ
く
つ
つ
け
た
よ
う
な

形
を
し
、
そ
れ
が
お
尻
の
よ
う
に
見
え
る
。

イ
ン
ド
洋
に
浮
か
ぶ
セ
イ
シ
ェ
ル
島
の
み
に

産
す
る
も
の
で
、
は
じ
め
イ
ン
ド
の
海
岸
や
、

航
海
中
に
漂
っ
て
い
る
の
が
見
つ
か
り
、
海

に
生
え
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
た
り
も
し

た
。
そ
の
た
め
海
椰
子
と
も
呼
ば
れ
た
こ
と

も
あ
る
。
い
つ
の
問
に
か
こ
の
椰
子
に
解
辮

作
用
も
あ
る
と
い
わ
れ
て
一
七
世
紀
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
法
外
な
値
段
で
取
引
さ
れ
た
こ

と
も
あ
る
。
重
さ
二
五
S

三
0
キ
ロ
と
巨
大

で
実
が
成
熟
す
る
の
に
六
年
、
発
芽
に
三
年

を
要
す
る
と
い
う
。
巨
大
で
し
か
も
珍
奇
な

姿
を
し
て
い
る
の
で
、
今
で
も
セ
イ
シ
ェ
ル

島
で
は
高
価
な
値
段
で
取
引
さ
れ
て
い
る
。

宗
像
で
は
所
蔵
者
が
二
人
あ
り
、
そ
の
一

個
を
借
り
て
国
文
祭
の
展
示
す
る
こ
と
に
し

て
い
る
。
滅
多
に
見
る
機
会
が
な
い
の
で
話

の
種
に
見
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
あ
る
。

i
i
ｭ

]
翌

J

-

i

i

i

i

 

言
H写

博
物
館
実
習
開
催

朝
拝
式
に
参
列
、

去
る
平
成
十
六
年
八
月
十
六
日
よ
り
―

十
六
日
ま
で
(
-
日
休
み
を
含
め
て
一

実
質
十
日
間
）
当
大
社
神
宝
館
に
お
い
一

て
博
物
館
実
習
が
行
わ
れ
た
。
一

こ
の
実
習
は
大
学
で
学
芸
員
資
格
取
得
一

を
志
し
博
物
館
学
芸
員
課
程
を
履
修
し
一

て
い
る
学
生
を
対
象
に
、
当
大
社
文
化
一

財
管
理
事
務
局
が
毎
年
同
時
期
に
実
施
一

し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
今
年
は
県
内
一

外
よ
り
男
性
二
名
、
女
性
十
二
名
の
計
ー

十
四
名
が
受
講
し
た
。

実
習
生
は
毎
朝
、

神
職
の
お
祓
い
に
よ
り
気
を

引
き
締
め
講
義
に
向
か
っ
た
。

初
日
の
高
向
権
宮
司
に
よ
る

神
道
、
信
仰
に
つ
い
て
の
講

話
を
皮
切
り
に
、
講
師
の
方
々

に
よ
る
講
義
（
楠
本
正
氏
に

よ
る
「
絵
馬
」
「
海
人
」
、

石
井
忠
氏
に
よ
る
涵
索
況
切
」
、

松
本
平
氏
に
よ
る
「
考
古
学
」
、

藤
川
宣
重
氏
に
よ
る
「
刀
剣

手
入
れ
」
）
や
学
芸
員
に
よ

正
る
講
義
（
河
窪
学
芸
員
に
よ

る
る
「
歴
史
学
」
、
重
住
学
芸

実き
員
に
よ
る
「
博
物
館
学
」
）

入聞こ
を
受
講
し
、
そ
の
他
拓
本
実

即碑
習
や
資
料
整
理
な
ど
を
体
験

師講
し
た
。

5
ま
た
宗
像
市
、
郡
内
の
文

化
財
施
設
や
史
跡
を
見
学
し
文
化
財
行

政
に
も
触
れ
、
あ
ら
ゆ
る
観
点
か
ら
専

門
的
、
実
務
的
知
識
を
学
ん
だ
。
初
め

て
の
現
場
で
の
経
験
に
緊
張
し
戸
惑
い

な
が
ら
も
熱
心
に
取
り
組
む
姿
は
誠
に

輝
か
し
く
微
笑
ま
し
か
っ
た
。
実
習
を

終
え
た
学
生
か
ら
「
学
芸
員
へ
の
志
が
益
々

強
ま
っ
た
」
と
の
声
を
聞
け
た
こ
と
は

喜
ば
し
い
限
り
で
あ
る
。
実
習
生
が
近

い
将
来
、
本
実
習
で
習
得
し
た
こ
と
を

糧
に
し
、
有
能
な
学
芸
員
と
し
て
活
躍

す
る
日
を
迎
え
る
こ
と
を
心
よ
り
願
う
。
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第三十四回

西H本菊花大会のこ案内
神郡宗像に菊の季節が到来しました。九州各県を

中心に、全国の菊花愛好家が丹精込めて作り上げた

銘花約三五00鉢が、境内中に展示されます。この

大会の最高賞は内閣総理大臣賞、この他に大臣賞が

十一本授与され、別名「菊作り九州ナンバーワン決戦

大会」とも呼ばれています。

期間中は、観菊者、七五三詣での家族連れなどで

賑います。また菊苗・菊鉢の販売、勅使館をこの時

期限定で特別に開放「抹茶コーナー」、豪華景品が

当たる『菊みくじ』、宗像観光協会の運営する『い

っぷく茶屋』なども開かれています。

是非、御参拝下さいますよう御案内申し上げます。

期
時
闊
闘

会場

表彰式

拝観料
L 

10月 29 日（金）～ 1 1 月 20 日（土）
終日夜間は（午後6~9時まで）イルミネーションで

ライトアップしております。

宗像大社境内

1 1 月 14日午前10時～

於＝アクシス玄海

無料 駐車場 無料

儀式殿 ご
一

,

'

,

'

,

L

 

,

'

,

'

,

J

 

ｮ
 I

T
I

冒
＿
＿
＿
＿
一
＿

〇
盆
栽
O
J

輪
＿
＿
一
＿
＿
＿

ビ
O
J

゜

観光協会 0
案内所・いっぷく茶屋

ロ
〇古木・添木作リ

o 自由花壇
| | | | | | 

玄海小学校生徒作品〇

自
由
花
壇

＿
＿
＿
＿
一

ロ

| | | | | 
奉納盆栽

| | | | | | 
〇千輪咲

洋
菊

一
＿
＿
＿
＿
＿

お知らせ
宗像大社神宝館では平成 1 6年 10月 30日（土）～ 1 1 月 23日（火）まで「宗像大社刀剣展」を開催致します。

つきましては本展覧会の展示準備、撤去に伴い下記の日程にて休館予定です。

10月 28日（木）、 29日（金） 11 月 24日（水）、 25日（木）
いろいろとご迷惑をおかけしますが御理解の程宜しくお願い申し上げます。
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野
森
甲
子

緑
田
の
中
の
大
樹
の
さ
る
す
べ
り
忽
然
と
し
て
花
び
ら
き
た
り

大
井
木
原
ふ
さ
子

昼
近
く
温
り
残
れ
る
谷
の
径
お
は
ぐ
ろ
蜻
蛉
影
の
f
J
と
飛
ぶ

津
屋
崎
佐
々
木
和
彦

朝
は
や
く
さ
え
ず
る
声
は
山
雀
か
め
ざ
め
て
す
ぐ
に
聞
こ
え
て
く
る
は

田 大
纏
子

盆
を
つ
れ
来
る
と
言
は
る
る
赤
と
ん
ぼ
今
日
十
五
日
群
れ
て
飛
び
交
ふ

島

杉
田

福
中
村
勇

雨
来
れ
ば
秋
の
野
菜
の
種
蒔
く
と
朝
よ
り
老
の
身
励
ま
し
畑
打
つ

福
間
香
月
照
子

丈
な
し
て
庭
に
茂
れ
る
夏
草
を
気
に
す
る
こ
と
も
な
く
な
り
久
し

鐘
崎
安
永
久
子

覚
め
て
ま
ず
ベ
ッ
ド
に
屈
伸
連
動
し
両
手
両
足
の
自
在
確
か
む

田
熊
有
田
ゆ
り
子

雑
巾
が
け
終
へ
板
の
間
に
寝
転
べ
ば
背
の
冷
え
冷
え
し
一
人
の
登
寝

日
の
里
神
田
一
敏

今
日
夢
に
出
で
来
し
母
は
惰
然
と
何
も
言
わ
ず
に
急
ぎ
帰
れ
り

日
の
里
石
松
弘
次

小
石
原
の
絵
皿
ス
ケ
ッ
チ
大
会
に
よ
わ
い
さ
て
置
き
挑
戦
し
た
り

福
問
井
田
有
久
衣

痛
む
足
引
き
ず
り
な
が
ら
行
く
吾
に
お
元
気
そ
う
で
と
声
を
か
け
ら
る

（
評
）
斉
藤
茂
吉
が

0
暁
の
薄
明
に
死
を
お
も
ふ
こ
と
あ
り
除
外
例
な
き
死
と
い
へ
る
も
の

と
詠
っ
て
い
る
。
誰
も
逃
れ
る
こ
と
の
出
来
な
い
病
老
死
の
な
か
の
老
。
そ
の
老
い
の
身
に
起
る
現

象
を
能
動
的
、
受
動
的
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
詠
っ
て
興
深
い
が
、
皆
さ
ん
は
ど
の
作
品
に
同
感
さ
れ

ま
す
か
。

間

第
五
一
八
回

宗
像
大
社
歌
会
詠
草

大
野
展
男
選
毎
月
2
5日
メ
切

岩
あ
れ
ば
岩
に
激
ち
て
淵
あ
れ
ば
淵
に
渦
巻
き
蹄
の
川
ゆ
く

大
島
越
知
治
子

夕
砕
れ
の
い
ま
だ
暑
さ
の
残
る
道
白
粉
の
花
咲
き
て
さ
や
け
し

（
評
）
自
然
は
常
に
新
鮮
で
私
達
の
う
た
こ
こ
ろ
を
呼
び
起
し
て
く
れ
る
。

古
今
集
の

0
秋
来
ぬ
と
目
に
は
さ
や
か
に
見
え
ぬ
ど
も
風
の
音
に
ぞ
お
ど
ろ
か
れ
ぬ
る

の
よ
う
に
、
季
節
の
移
り
を
い
ち
早
く
知
ら
せ
て
く
れ
る
の
は
風
で
あ
り
、
小
動
物
で
あ
り
、
草

花
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
を
自
分
の
目
や
耳
で
と
ら
え
た
、
こ
れ
ら
の
作
品
に
一
種
の
な
つ
か
し
さ

と
安
ら
ぎ
を
党
え
る
の
は
私
だ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

朝
野
藤
井
浩
子

阪
和
道
下
れ
ば
す
ぐ
に
並
び
ゐ
る
ハ
ウ
ス
い
づ
れ
も
梅
の
干
さ
る
る

東
旭
ヶ
丘
天
野
玲
子

山
鹿
灯
籠
頭
に
の
せ
て
乙
女
ら
が
踊
る
姿
に
時
を
忘
れ
ぬ

（
評
）
旅
は
身
心
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
せ
て
く
れ
る
。
前
者
は
南
高
梅
の
和
歌
山
に
足
を
踏
み
入

れ
た
途
端
、
後
者
は
山
麓
の
灯
術
祭
の
幻
想
に
心
は
な
た
れ
て
一
種
の
異
次
元
の
世
界
に
遊
ん
で

い
る
。

則
正

幼
児
は
眠
り
し
ま
ま
に
口
勁
＜
乳
呑
児
の
こ
ろ
の
夢
み
て
ゐ
る
か

（
評
）
こ
の
幼
児
は
孫
だ
ろ
う
か
、
祖
父
の
孫
に
そ
そ
ぐ
目
が
や
さ
し
い
。

日
の
里
大
和
美
由
紀

身
を
か
が
め
竪
穴
住
居
に
降
り
立
て
ば
土
問
涼
し
く
て
匂
び
懐
か
し

（
評
）
竪
穴
住
居
の
土
の
な
つ
か
し
さ
は
、
ま
た
縄
文
時
代
に
回
帰
す
る
懐
か
し
で
も
あ
る
。

野
森
つ
る
の

餅
用
の
大
き
石
臼
前
庭
の
蹄
に
さ
れ
犬
が
水
飲
む

（
評
）
大
き
い
石
臼
は
こ
れ
か
ら
も
前
庭
の
娯
を
引
き
し
め
る
と
共
に
、
犬
猫
や
小
烏
た
ち
、
時

に
は
蝶
や
蜻
蛉
の
憩
い
の
場
を
提
供
し
つ
づ
け
る
の
だ
ろ
う
。

牟
田
尻
横
山
雪
子

引
き
ぬ
き
て
抜
き
て
も
芽
吹
く
浜
管
が
戦
ぎ
つ
つ
言
ふ
ま
た
遊
ば
ふ
よ

王
丸
小
方
玲
子

朝
の
日
に
向
き
て
芙
蓉
の
あ
わ
き
紅
二
つ
咲
け
り
」
と
夫
が
指
さ
す

選
者
詠

湖
面
よ
り
立
ち
の
ぼ
る
滋
竹
群
を
つ
つ
み
て
杉
の
木
立
を
つ
つ
む

円
形
の
池
に
飼
は
れ
し
錦
鯉
餌
に
群
が
れ
ば
水
音
と
な
る

田 浮

羽

向

宗
像
大
社
歌
会

俳
句
作
品
集
（
四
九
―
―
-
)

光
岡
白
土
凌
一

バ
ス
ハ
イ
ク
涼
を
求
め
て
山
の
里

東
郷
田
中
憲
象

赤
蜻
蛉
つ
ぶ
や
き
な
が
ら
飴
細
工

光
岡
井
上
嘉
治

ヘ
イ
よ
わ
り
う
な
じ
．
』

立
秋
に
向
日
葵
項
垂
れ
に
け
り

日
の
里
花
田
い
つ
枝

茅
の
輪
早
や
艮
蛇
の
列
の
く
ぐ
り
行
く

東
郷
宗
風
社
俳
句
会

吉
武
湧
泉

次
つ
ぎ
と
焦
ら
ず
す
く
ふ
金
魚
か
な

吉
田
杏
子

人
に
逢
び
人
に
別
れ
て
月
は
澄
む

三
浦
美
千
代

阿
蘇
山
路
域
白
々
と
月
を
消
す

田
中

臆
高
音
白
帆
は
沖
に
滑
り
出
す

木
原

ト
マ
ト
食
ふ
瞳
の
美
し
き
七
才
児

福
間
森

落
穂
食
む
旭
三
方
へ
脱
兎
せ
り

編
E
錢
国
[
]
□`
ぃ
｀

上
保
安
庁
の
方
力
今
月
二
度
目
の
灯
台
点
検

に
来
島
さ
れ
ま
し
た
▼
帰
り
は
夜
中
の
交
代

で
、
沖
ノ
島
を
出
港
し
し
ば
ら
く
す
る
と
、
暗

い
波
の
合
間
に
点
い
た
り
消
え
た
り
す
る
大

島
の
灯
台
が
見
え
ま
し
た
。
予
想
通
り
の
船

酔
い
の
中
で
、
そ
れ
は
段
々
は
っ
き
り
と
光

り
を
放
つ
よ
う
に
な
リ
、
限
界
に
近
付
い
て

い
た
小
生
に
は
励
ま
し
て
く
れ
て
い
る
様
で

し
た
。
そ
し
て
、
何
と
か
も
ど
さ
ず
陸
に
着
け

ま
し
た
▼
灯
台
は
必
要
で
す
。
佐
藤
船
長
が

お
っ
し
や
っ
て
ま
し
た
。
「
今
は
機
械
が
発

達
し
て
、
灯
台
に
頼
ら
な
く
て
も
船
を
移
動

出
来
る
が
、
自
分
の
目
で
見
な
い
と
本
当
（

真
実
）
か
ど
う
か
信
じ
る
こ
と
が
出
来
な
い

」
と
。
少
し
だ
け
海
の
ル
ー
ル
を
目
に
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

(
M
.
o
)

吉
自

、

>
1

房
子

雨
葉
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